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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 445 名（男性 68 名、女性 377 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

・妻が出産のための有給休暇取得率：100%（4名）
・産育休取得者22名（終了者8名　現在取得中10名）
・時間外勤務の状況：1人1ヶ月当たり平均9時間51分（平成30年4月～9月）
・アニバーサリー休暇取得率：100%

・妻の出産時に休暇を取得でき、大変助かりました。家族と相談して育休についても取得を検討したいと
思います。（30歳代男性）
・以前の職場では取りづらい雰囲気でしたが、こちらはたくさんの方が育休を取っているので取得しやす
かったです。（30歳代女性）

・出産、育児に対する男性社員の意識を高め、時短勤務や育休取得者を増やしていきます。
・有給休暇の取得や勤務時間の管理を徹底し、時間外勤務の更なる削減に取り組みます。

 【企業・団体名】 株式会社プライムアシスタンス　鹿児島センター

部長　髙松　雅木

アシスタンス事業（ロードアシスタンス、ホームアシスタンス等のコールセンター）

鹿児島市中央町11　鹿児島中央ターミナルビル4F

1、全管理職のイクボス宣言（2017年11月）
2、仕事と子育ての両立支援制度
　（1）社員が母親になる時の制度（妊娠時・出産前後・育児に専念するため・仕事と育児の両立のため
の制度）
　（2）社員が父親になる時の制度（妻の出産時・育児に専念するため・仕事と育児の両立のための制
度）
3、介護に関する制度
4、その他
　（1）アニバーサリー休暇制度
　（2）各種補助金

※詳細については別紙をご参照ください。（従業員向け配付資料より一部抜粋）

1



2



3



代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 3,714 名（男性 1,898 名、女性 1,816 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

○原則毎週金曜日をノー残業デーとしています。
○育児休業は最長３年、介護休業は最長１８４日まで取得可能です。
○就学前の子を養育する場合は、最長で１日２時間の勤務時間短縮が可能です。
○有給休暇を時間単位で取得可能です。
○土日祝日での勤務等により、緊急かつやむを得ず学外の保育サービスを利用した場合に、
　その利用費の一部補助を行っています。（保育支援制度）
○子育て中の教職員のキャリア継続支援のため、就学前の子を預けられる保育園を設置し、
　平成３０年１０月１日に開園しました。

○育児休業取得者数：女性１３０人、男性３人（平成２９年度）
　育児部分休業取得者数：女性１９人、男性０人（平成２９年度）
○超過勤務の状況：１人１月あたり平均２１．６時間（平成２９年度）
○保育支援制度利用状況：利用者１０名、利用回数３８回（平成２９年度）

○生まれたばかりの子どもと一緒に貴重な時間を過ごせました。妻の育児の苦労はもちろん、家事の大
変さも身をもって知ることができました。育休を取得させてくださった職場の皆さまに心から感謝していま
す。（育児休業取得・３０代男性）

○平成３３年度末までに、超過勤務を１人１月あたり平均２０時間まで縮減を目指します。
○保育園利用園児数を、定員４０名の達成を目指します。

 【企業・団体名】 国立大学法人　鹿児島大学

学長　前田　芳實

教育・研究

鹿児島市郡元1丁目21番24号
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 126 名（男性 103 名、女性 23 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

◇所定外労働時間　17.5h/人（平成29年度）
◇育児休業取得率　平成28年度　女性100%　男性0%　（平成29年度は該当なし）
◇妻の出産時の特別休暇取得率100%（平成29年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第一子出産時　2日間／第二子出産以降　5日間）

◇子どもの急な発熱時に有給休暇を取りやすい環境には感謝（40代男性）
◇子どもの保育園のイベント時に休暇がとれて、子どもも大変喜んでくれました（40代女性）

◇所定外労働時間　13時間を目指します（10時間オペレーション中）
◇男性育児休暇者を増やしたい

 【企業・団体名】 富士ゼロックス鹿児島　株式会社

代表取締役社長　金子　努

富士ゼロックス製品を中心とした複合機、プリンタ等OA機器の販売・保守

鹿児島市下荒田1‐1‐1

◇毎週水、木曜にノー残業デーの実施
◇事務所入退出可能時間設定（7時～20時）による、深夜残業の禁止
◇フレックスタイム制導入による柔軟な働き方
◇有給休暇を時間単位、半日単位、一日単位で取得可能
◇短時間勤務制度
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 68 名（男性 42 名、女性 26 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

○超過勤務（時間外就労）・・・２０１７年（半年）、２０１８年半年の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６５６ｈ　→　３１５０ｈ　⇒　▲３２．５％
○有給取得率（昨年度実績）・・・会社全体75.8％（営業・事務系・・80％　　生産/製造系・・63.2％）

○時間単位の有給休暇が取得できることで、子供のＰＴＡや通院、送迎等に有難い。本人の役所や銀
行への所用に使えることが有難い。

○ノー残業デーを毎月２回を毎週１回に変更したい。
　（月２回→月４回）

 【企業・団体名】 株式会社　プロゴワス

代表取締役　和田秀一郎

BPOサービス業

鹿児島市南栄三丁目1番4

○ノー残業デーの設置
　毎月第２、第３水曜日をノー残業デーとしています。
○バースデー休暇の取得推進
　誕生月にバースデー休暇を取得する様、全員（各部署）に働きかけています。
○取得しやすい休暇制度・・・５日を限度に１時間単位での取得ができる様になっています。
○インフルエンザ予防接種・・・全従業員対象に接種/費用会社負担
○健康診断時のオプション項目については半額を会社が負担し、多くの従業員が利用しています。
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 248 名（男性 90 名、女性 158 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

・有給休暇取得率：２７．７％
・育児休業取得率：女性１００％

○授業参観出席の為、半日休暇を取得しました。子供も喜んでくれてうれしかったです。

○ノー残業ＤＡＹを月３回、４回と設定日を増やしていく予定です。

 【企業・団体名】 社会福祉法人　愛心会

理事長　政田　敬次

福祉業・介護業

鹿児島市下福元町９０５７

○育児休業・・・産前・産後休業期間と育児休業期間との合計が１年を限度とし、取れる。
　　　　　　　　　　（ただし、１歳６ヶ月以内）
○深夜業の制限・・・必要に応じて昼間勤務へ転換させることができる。
○育児短時間勤務・・・職員で３歳に満たない子が同居する者は、１日の所定労働時間が６時間以
　　　　　　　　　　　　　　上である者は２時間を超えない範囲で３０分単位で勤務時間を短縮すること
　　　　　　　　　　　　　　ができる。
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 119 名（男性 88 名、女性 31 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

平成２９年度実績
　○有給休暇取得率　４５．６％
　○育児休業取得率　女性１００％
　○子の看護休暇取得率　１３．２％

子供の急な発熱の時などに子の看護休暇を取得しています。
時間単位で取得できるので大変助かっています。

○働き方改革の一環として、残業の削減を目指し、遅くとも19時30分を目途に退社し、家族と過ごす時
間を増やす。
○有給休暇取得率５０％以上を目指す。

 【企業・団体名】 株式会社　アリマコーポレーション

代表取締役　有馬　正治

水道資材卸売業及び建設工事業

鹿児島市新栄町２０番２１号

〇ノー残業デーの設置
　・毎月１９日を育児の日と定め、ノー残業デーと致しております。
○取得しやすい休暇制度
　・年次有給休暇の取得促進
　・育児休暇は、当該子１名に付き、年５日間の特別休暇を付与
　・短時間勤務制度
　・子の看護休暇は、時間単位で取得可能

8



代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 228 名（男性 211 名、女性 17 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

昨年実績
　○育児休暇
　　　男性育児休暇取得　１名（１ヶ月）
　　　女性育児休暇取得　１名（１．５年）
　○介護休暇
　　　男性介護休暇取得　２名（３ヶ月）

業務が忙しい中でしたが、周囲の皆さんの協力のもと、無事に長男を出産し、産前産後、育児休暇を安
心して取得することができました。そして、子供が保育園に入園後、会社に戻りましたが、出社時間や退
社時間等考慮していただき大変ありがたかったです。

男性女性ともに育児・介護休暇が取りやすい環境を創出していきます。
　女性従業員の出産時の育児休暇取得　１００％
　男性従業員の育児休暇取得　毎年１名以上
　両親の介護休暇取得　毎年１名以上

 【企業・団体名】 株式会社　植村組

代表取締役　桑原　宏志

総合建設業

鹿児島市下伊敷五丁目９番８号

１、仕事を効率的に終わらせ早く帰る部下を評価します。
２、土日、定時以降には、仕事の依頼をしません。
３、無駄に残らず、率先して早く帰ります。
４、「え、男なのに育休？」などとは絶対に思いません。
５、部下のどんな相談にも応じます。
６、子育て、介護をしながら仕事が出来るようサポートしていきます。
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 45 名（男性 38 名、女性 7 名）

。

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

・社員の子ども学校行事出席　１０名
・育児、介護休業実施（過去５年間）
・役員自ら、子ども行事へ参加

・役員や上司が率先して子どもの行事に参加しており、休みが取りやすい環境になっている（４０代男
性）
・介護休暇を取得し、母の介護をし、最後を看取ることができ感謝しております。（４０代女性）

・省エネデーを週1回にしていく予定（現場も）
・家族参加型イベントを定期的に実施し、相互理解を深める環境作りを行う。

 【企業・団体名】 内村建設　株式会社

代表取締役　内村　二郎

総合建設業

鹿児島市上本町２番１２号

・省エネデー（ノー残業デー）の実施
　　第一、第三土曜日
・うちじょ会活動（女性活躍プロジェクト）
　　職場環境改善
・職員互助会
　　出産祝金、懇親会、家族参加型イベントなど
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 2,257 名（男性 1,375 名、女性 882 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

（平成29年度）
・有給休暇取得率：６７．２％
・育児休業取得率：（女性）１００％、（男性）４８．６％

・通勤経路に企業内保育所があり、安心して復職することができました。（３０代女性）
・１９時退行するようになったことで、子どもとの時間が増えました。(３０代男性）

・休暇制度の拡充

 【企業・団体名】 株式会社　鹿児島銀行

取締役頭取　上村　基宏

金融業

鹿児島市金生町６－６

○両立支援
・育児休業：子が２歳まで取得可　・介護休業：184日まで取得可
・育児のための勤務時間短縮制度：子が小学校３年生まで取得可
・キャリアアドバイザーによる育休復職者への面談の実施
・企業主導型保育所設置　・出産祝金制度の新設（H３０．１０～）
○労働時間管理
・リフレッシュデー（原則毎週水曜日）、リフレッシュウィ-ク（２月と８月の各１週間）
・１９時完全退行
・朝型勤務、インターバル勤務の導入
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代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 167 名（男性 109 名、女性 58 名）

 【会社の取り組み】

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

・連続休暇制度は初めて３年目になったが、２年目実績では対象者の７割強が取得した。
　３年目は９割を目標に各部署の所属長に働きかけている。
　その他の有給休暇取得も増加傾向となっている。

・部署ごとに計画を立て交替で休暇を取ることで、業務の効率化や休暇中スタッフの業務のカバーなど
チームワークが良くなり、雰囲気が良くなった。旅行に行く者が多く楽しみが出来たとの声が多い。

・残業の軽減を目的に、部署間での業務のヘルプ体制を構築していきたい。

 【企業・団体名】 鹿児島国際観光　株式会社

代表取締役　奥　智行

ホテル業

鹿児島市与次郎一丁目８番１０号

○有給休暇を利用した５日連続休暇を年１回取得するよう制度化した。
○有効な時間の活用を目的とし、部署間で連携し人員の交流を図る。
○WRBについて話しやすい環境作りを目指している。
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